
 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

息子が八洲学園高校で過ごした三年間を振り返ると、出会いから卒業まで、どの場面を思い出しても、「この学校に巡り合えて

良かった」という思いに尽きる。 

 小学校に上がった頃から、息子は繊細な性質が目立ち、登校することに大きな負担を感じていた。大勢の中で萎縮し、周囲

のざわめきや他者が叱られる場面にも心を痛め、出席と疲労による体調悪化での欠席を繰り返した。中学でも登校は難しく、

支えとなったのはスクールカウンセラーとの対話だった。 

 高校進学にあたり、無理なく通えること、最低限の出席日数で卒業できること、心の成長を重視してくれること、そして他人と

の交わりに少しずつ慣れさせてくれる学校を求め、通信制高校の中から探すことになった。分厚いガイドブックに心が折れそう

になったとき、スクールカウンセラーの勧めで合同学校説明会へ足を運ぶこととなった。 

 緊張と不安を抱えながら訪れた説明会で、「自宅から通いやすい学校がある」と最初に案内されたのが八洲学園だった。私

は緊張しながら質問を投げかけたが、担当の先生は丁寧に答えるとともに、息子の様子を観察し、その性格を瞬時に見抜い

ていた。この出会いに大きな安堵を覚えたのは今でも鮮明に覚えている。後にその先生が担任となったことも、偶然とは思え

ないご縁だった。 

 八洲学園では、中学卒業前に先生方が直接各中学校を訪問し、担任やスクールカウンセラーと面談して、生徒一人ひとりに

関する情報を丁寧に引き継ぐ体制が整っていた。単なる書類のやり取りではなく、顔を合わせたやり取りで、受け入れの準備

を進める姿勢は信頼できる学校の証しだと確信した。 

 入学後は、スクーリングや課題提出で手一杯の日々が続いた。体力、精神面ともに負担は大きく、毎日の登校は難しかった

が、先生方は決して無理を強いることなく、生徒に寄り添いながら支えてくれた。私自身も、先生との対話を重ねつつ、息子を

どのように支えていくかを模索する日々だった。 

 八洲学園の特徴の一つが、週一回行われる「自己認識」の授業である。三年間を通じて、自分自身の強みを見つけることに

焦点を当てるこの授業は、生きづらさを抱える子どもたちにとって大きな支えとなった。いわゆる学力ではなく、生きる力、特に

コミュニケーション能力の育成を重視する方針は、私たち親子にとって心強いものだった。 

 2 年生、3 年生の秋に開催された文化祭には、家族で参加した。教室ごとの展示や模擬店には生徒たちの工夫が光り、どの

場面にも笑顔があふれていた。息子も小さな役割ながらしっかりと務め、来場者に穏やかな表情を見せていた。先生方も自然

に生徒たちと関わり、学校全体が温かな雰囲気に包まれていたことが印象に残っている。 

 卒業式は、想像以上に感動的だった。先生方全員で「旅立ちの日に」を合唱し、生徒一人ひとりに静かで温かい眼差しを向

けながら送り出す姿に心を打たれた。式の中で、感極まって涙ぐむ先生方の姿もあり、生徒たちへの深い思いが伝わってき

た。卒業に際しては、生徒自身が「今の自分」を文章にまとめ、中学時代にお世話になった先生方へ報告する取り組みもあっ

た。入学時の丁寧な引き継ぎ同様、卒業の際もきちんと区切りをつけるこの姿勢に、学校の一貫した方針を感じた。 

 息子は無理をせず、少しずつ自分自身と向き合いながら三年間を過ごすことができた。そして、卒業式の感動に浸る間もな

く、大学生となり新たな環境で日々奮闘している。毎朝「行ってきます！」と家を出る後ろ姿に、成長した頼もしさを感じている。 

 八洲学園高校で過ごした時間は、単なる高校生活ではなく、これからの人生を支える大きな土台を築くものとなったと実感し

ている。家族全員、八洲学園に心から感謝している。 
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